
弘前大学医学部医学科 各学年のアウトカム 【令和８（2026）年度以降入学者】 

 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 5 年次 6 年次 

PR： プロフェッシ

ョナリズム 

●人の生命と健康を

守ることの職責を理解

する 

 

●常にふさわしい身だ

しなみ・態度・言動など

自己の行動に責任を

持つことができる 

 

●患者・家族・医療ス

タッフに対して、敬意と

配慮をもって接するこ

とを理解できる 

 

●医師の社会的責任

と職業倫理の重要性

を説明できる 

 

●患者の尊厳、プライ

バシー、自己決定権を

尊重することの意義を

説明できる 

 

●医療安全、利益相

反、研究倫理を理解

し、学生として適切な

行動をとることができる 

●高い倫理観と責任

感を持って診療にあた

る必要性を説明できる 

 

●患者の尊厳、権利、

プライバシーを尊重し

た医療の重要性を説

明できる 

 

●医療安全、インフォ

ームド・コンセント、説

明責任の重要性を理

解し説明できる 

●倫理観、責任感、適

切な態度を実践できる 

 

●守秘義務、個人情

報保護、患者の権利を

理解し説明できる 

 

●医療安全、インシデ

ント報告、チーム医療

における責任の所在

について説明できる 

●医療チームの一員

としての自覚を持ち、

責任ある態度で行動

できる 

 

●守秘義務、個人情

報保護、患者の尊厳

の尊重を臨床現場で

実践できる 

 

●医療安全に配慮し、

インシデントやヒヤリ・

ハット事例について指

導医に報告できる 

 

●医療チームの一員

として責任を持ち、規

範と倫理に基づいた行

動を実践できる 

 

●守秘義務、個人情

報保護、患者の尊厳

の尊重を常に意識し

行動できる 

 

●医療安全の重要性

を理解し、問題点に気

づいた場合には適切

に報告・相談できる 

GE：総合的に患

者・生活者を  

みる姿勢 

●患者を「疾患」だけで

なく「生活者」として捉

える視点の重要性を

説明できる 

 

●健康問題が、身体

的要因のみならず心

理的・社会的背景と関

係していることを理解

できる 

 

●多様な医療現場の

存在を知り、医療が社

会の中で果たす役割

の概略を理解できる 

 

●疾患が患者の生活・

心理・社会背景と密接

に関係していることを

説明できる 

 

●ライフステージ（小

児・成人・高齢者）によ

って健康問題が異なる

ことを理解できる 

 

●地域や家庭環境が

健康に与える影響の

基本的な考え方を説

明できる 

●疾患を生活背景や

社会的要因と関連づ

けて考える重要性を説

明できる 

 

●複数の疾患や問題

を併せ持つ患者を理

解し、全人的に捉える

必要性を説明できる 

 

●ライフステージや地

域性によって、医療ニ

ーズが異なることを説

明できる 

●統合的学修を実践

できる 

 

●複数の健康問題を

併せ持つ患者に対し、

全人的視点で考えるこ

とができる 

 

●地域医療や在宅医

療の基本的な考え方

を説明できる 

●担当患者について、

疾患だけでなく心理・

社会的背景を含めて

情報を整理し説明でき

る 

 

●複数の問題を有す

る患者に対して、指導

医とともに優先順位を

説明できる 

 

●退院後の生活や社

会復帰を見据えた医

療の視点の重要性を

説明できる 

●担当患者に対し、医

学的問題と心理・社会

的背景、生活状況を包

括的に評価できる 

 

●複数の健康問題を

有する患者に対して、

指導医のもとで優先順

位を整理決定できる 

 

●退院後や地域での

生活を見据えた医療

の視点を持って患者を

捉えることができる 

LL： 生涯にわた

って共に学

ぶ姿勢 

 

●生涯にわたる学習

が不可欠であること

を説明できる 
 
●主体的に学修計画

を立てることができ

る 
 
●自己の学修状況を

振り返り、改善点を

言語化する習慣を身

につけることができ

る 

●学修計画を立てて

継続的に学ぶ姿勢を

実践できる 
 
●自身の理解度を客

観的に評価し、学修

方法を改善できる 
 
●将来のキャリア形

成に向け、基礎力の

重要性を説明できる 

●医学知識の統合の

ため、自ら学修方法

を工夫し継続的に学

ぶことができる 
 
●試験結果や自己評

価をもとに学修計画

を見直し改善できる 
 
●臨床実習に向けて

主体的に準備を進め

る姿勢を身につける

ことができる 
 

●共用試験に向け、

自ら課題を設定し計

画的に学修を進める

ことができる 
 
●自己の弱点を把握

し改善のための学修

計画を立てることが

できる 

●実習中の疑問点を

自ら調べ、理解を深

める学修習慣を実践

できる 
 
●フィードバックを

受け、自身の課題を

認識し改善に努める

ことができる 
 
●臨床現場で学び続

ける姿勢の重要性を

説明できる 

●臨床現場で生じた

疑問を自ら調べ振り

返り、次の診療に活

かすことができる 
 
●フィードバックを

踏まえて、自己の課

題を明確化し継続的

に自己研鑽できる 

RE： 科学的探究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●医学・医療が科学に

基づいて発展してきた

ことを理解できる 

 

●文献や資料を用い

て情報を収集し、根拠

に基づいて考察する

姿勢の重要性を理解

できる 

 

●研究不正や研究倫

理の基本的考え方に

ついて理解し、守るべ

きルールを理解できる 

●医学論文や教科書

の記載が、どのような

科学的根拠に基づい

ているか学修できる 

 

●研究倫理、インフォ

ームド・コンセント、個

人情報保護の基本概

念を説明できる 

 

●医学・生物学の基本

的な統計手法を理解

できる 

●ガイドラインの根拠

を意識して学修できる 

 

●臨床研究や治験の

基本的な仕組みと倫

理的配慮について説

明できる 

 

●指導により研究プロ

セス（仮説設定、研究

計画立案、実施、解

析、発表）を遂行できる 

●診断・治療方針が、

臨床研究やガイドライ

ンに基づいて決定され

ていることを説明でき

る 

 

●エビデンスの質を意

識して文献を読む必要

性を説明できる 

●担当患者の診断・治

療方針について、ガイ

ドラインや文献を参照

して根拠を説明できる 

 

●EBM の基本的な考

え方を臨床実習の中

で実践できる 

 

●臨床研究や症例報

告における倫理的配

慮の重要性を説明で

きる 

●診断・治療方針につ

いて根拠を説明でき、

次の展開を見つけるこ

とができる 

 

●エビデンスの限界を

意識して判断できる。 

 

●臨床研究や症例報

告における倫理的配

慮の重要性を理解し

実践できる 

PS： 専門知識に

基づいた問

題解決能力 

●人体の構造と機能

の基礎を説明できる 
 
●単なる暗記ではな

く、理解に基づく学

修を実践できる 
 
●身近な健康問題を

基礎知識で理解し、

説明できる 

●人体の構造と機能

を体系的に説明でき

る 
 
●正常構造と機能

が、病態理解の基礎

であることを説明で

きる 
 
●基本的な医学知識

を用いて、症状や異

常所見について考察

できる 

●病態生理、各臓器

における疾患の病

因・病態・症状・検

査・治療の基本構造

を説明できる 
 
●代表的な症候から

鑑別を考える過程を

説明できる 
 
●基礎医学と臨床医

学の知識を関連づけ

て症例を考察できる 

●主要症候から鑑別

と初期対応を説明で

きる 
 
●代表的疾患の診断

から治療までの基本

的な流れを説明でき

る 
 
●模擬症例に対し

て、医学的問題点を

整理し、論理的に考

察できる 

●病歴、身体所見、

検査結果を整理し、

主要な問題点を指導

医とともに抽出でき

る 
 
●鑑別診断を挙げ、

根拠を説明できる 
 
●診断・治療方針に

ついて、指導医の指

示のもとで適切に考

察し提案できる 

●担当患者の情報を

統合し、鑑別診断と

対応方針を指導医の

もとで整理できる 
 
●代表的疾患や緊急

性の高い病態につい

て、初期対応の流れ

を実践できる 



令和８（2026）年７月１日 医学教育センター運営会議承認 

IT： 情報・科学技

術を活かす能

力 

 

●情報リテラシー教

育を通じて、レポー

ト作成や文献検索が

できる 
 
●個人情報の取り扱

い、SNS 利用、情報

モラルについて基本

的なルールを説明で

きる 
 
●医療や医学研究に

おいて、情報技術が

果たす役割の概要を

説明できる 

●文献検索データベ

ースや電子教材を活

用し、必要な情報を

適切に収集できる 
 
●情報の信頼性（査

読の有無など）を意

識して学修できる 
 
●医療情報の取り扱

いに関する倫理的配

慮の重要性を説明で

きる 

●データベースやガ

イドラインの検索と

整理ができる 
 
●複数の情報源を比

較し、情報の妥当性

や信頼性を考慮して

学修に活用できる 
 
●電子カルテや医療

情報システムの基本

的な役割と意義を説

明できる 

●複数の情報源を比

較し、情報の妥当性

や信頼性を考慮して

学修に応用できる 
 
●電子カルテや医療

情報におけるセキュ

リティと倫理的配慮

の重要性を説明でき

る 

●電子カルテや検査

システムを適切に使

用し、必要な診療情

報を収集・整理でき

る 
 
●臨床的疑問点につ

いて、ガイドライン

や文献データベース

を用いて調べること

ができる 
 
●医療情報の取り扱

いにおけるセキュリ

ティと倫理的配慮を

実践できる 

●電子カルテや医療

情報システムを適切

に使用し、必要な情

報を収集し応用でき

る 
 
●臨床的疑問点につ

いて、文献やガイド

ラインを検索し、要

点をまとめて共有で

きる 
 
●医療情報の取り扱

いにおけるセキュリ

ティと倫理を常に意

識して行動できる 

CS： 患者ケアの

ための診療

技能 

 

●医療現場における

医療者の役割を理解

できる 
 
●医療面接や診察行

為がどのように行わ

れているかを観察

し、その意義を説明

できる 
 
●将来習得すべき診

療技能の全体像を理

解できる 

●基礎的な診察手技

や医療面接の流れに

ついて、講義・実習

を通じて説明できる 
 
●将来必要となる診

療技能（問診、診察、

記録）の全体像を理

解できる 
 
●臨床実習に向け

て、必要な態度・準

備について説明でき

る 

●医療面接、バイタル

サイン測定、身体診

察の流れを説明でき

る 
 
●問診から問題点を

整理する基本的な手

順を実践できる 

●基本的診療技能を

実践できる 
 
●診療チームの一員

として診療行為に参

加できる準備が整っ

ている 
 
●感染対策、医療安

全に配慮した行動を

実践できる 

●指導医の下で基本

的な身体診察を適切

に実施できる 
 
●基本的な医療手技

について、見学・補

助・一部実施ができ

る 
 
●感染対策と医療安

全に配慮した行動を

主体的に実践できる 

●指導医の下で、医

療面接、身体診察、

基本的検査・処置を

適切に実施できる 
 
●病棟・外来におい

て、患者対応や診療

補助を主体的に行う

ことができる 
 
●感染対策と医療安

全に十分配慮した行

動を常に実践できる 

CM： コミュニケー 

ション能力 

 

●相手の話を傾聴す

る姿勢、分かりやす

く伝える姿勢の重要

性を説明できる 
 
●患者・家族・教職

員に対して、礼節を

もった適切な言葉遣

いで対応できる 
 
●コミュニケーショ

ンが医療の安全と質

に直結することを理

解できる 

●基本的なコミュニ

ケーション技法（傾

聴、共感、要約等）

を説明できる 
 
●他者の意見を尊重

しながら議論に参加

できる 
 
●患者や医療者との

間で、誤解やトラブ

ルが生じる可能性を

理解する 

●患者に対する説明

や質問の仕方につい

て説明できる。 
 
●患者・医療者双方

の立場を意識したコ

ミュニケーションを

理解できる 
 
●医療チーム内での

情報共有の重要性を

理解できる 

●患者に対して、分

かりやすく丁寧な言

葉で説明や質問を行

うことができる 
 
●患者の不安や疑問

に配慮した対応を説

明できる 
 
●医療チーム内で、

必要な情報を適切に

報告・共有できる 

●担当患者や家族に

対して、指導医の指

示のもとで適切な言

葉遣いと態度で対応

できる 
 
●患者の訴えや不安

を傾聴し、要点をま

とめて指導医に報告

できる 
 
●医療チーム内で、

必要な情報を適切に

共有できる 

●患者や家族に対し

て、状況に応じた分

かりやすい説明と配

慮ある対応ができる 
 
●患者の訴えや問題

点を整理し、医療チ

ーム内で適切に報

告・共有できる 
 
●多職種と円滑に意

思疎通を図り、医療

チームの一員として

行動できる 

IP： 多職種連携

能力 

 

●医師以外にも多様

な医療専門職が医療

に関わっていること

を説明できる 
 
●職種により異なる

役割と専門性を持っ

ていることを理解で

きる 

●各専門職（看護師、

薬剤師、リハビリ職

等）の役割を説明で

きる 
 
●多職種が協働する

ことの意義と、それ

ぞれの専門性の違い

を説明できる 

●医療は、多職種に

よるチーム医療で成

り立っていること

を、具体例を挙げて

説明できる 
 
●各専門職の役割と

責任の違いを理解

し、医師の役割につ

いて説明できる 
 
●診療チームの一員

として適切に行動す

るために必要な姿勢

を説明できる 

●臨床実習、多職種

と協働する意義と基

本姿勢を説明できる 
 
●各職種の役割を尊

重し、医師としてど

のように関わるべき

かを説明できる 
 
●チームの一員とし

て、指示・報告・連

絡・相談の重要性を

説明できる 

●多職種スタッフと

協働して診療してい

ることを理解し、説

明できる 
 
●各専門職の役割を

理解し、尊重した態

度で接することがで

きる 
 
●カンファレンスや

回診に参加し、多職

種連携の実践ができ

る 

●多職種の役割と専

門性を理解し、お互

い尊重しながらチー

ムの一員として行動

できる 
 
●カンファレンスや

回診に参加し、治療

方針決定に主体的に

関与できる 
 
●チーム医療におけ

るリーダーとしての

医師の役割と責任を

実践できる 

SO： 社会におけ

る医療の役

割の理解 

 

●日本の医療制度の

概要と医療が社会に

果たす役割を理解で

きる 
 
●地域医療、公衆衛

生、予防・防災医療

の概念の基本を説明

できる 

●医師の専門性と社

会的責任について説

明できる 
 
●医療資源は有限で

あり、地域における医

療の公平性・効率性が

重要であることを理解

できる 

●日本の医療制度、

保険制度、公衆衛生

の基本構造を説明で

きる 
 
●医療の進歩が社会

に与える影響につい

て説明できる 
 
●医師として社会的

責任を果たすことの

重要性を説明できる 

●医療の高度化・専

門化が社会にもたら

す影響について説明

できる 
 
●医師として法令・

社会規範を遵守する

必要性を説明し、実

践できる 
 
●人の死ならびに死

に関する社会制度に

ついて理解できる 

●実習を通じて、地

域医療、急性期医療、

慢性期医療の役割の

違いを説明できる 
 
●医師として社会的

責任を果たすことの

重要性を実感し、具

体的に説明できる 
 

●医療資源の制約の

中で医療が提供され

ている現実を理解でき

る 

●地域医療、急性期

医療、慢性期医療、

在宅医療の違いを踏

まえた医療が実践で

きる 
 
●医師は、社会的責

任と公共性を担う立

場にあることを自覚

して行動できる 

 


